
抜本的な改革に取り組まず、現行の経営体制・手法を継続する理由及び現在の経営状況・経営戦略等における中
長期的な将来見通しを踏まえた、今後の経営改革の方向性

現在、経常収支比率・経費回収率が１００％を上回っており他会計補助金の受入もないことから健全な事業運営が実施でき
ており、経営戦略の投資・財政計画も現状の経営状況で推移する見通しとなっていることから現在の経営体制・手法を継続
したい。
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